
事件簿 Vol.1 

「トップ不在の記者会見のツケ」 

2004 年 2 月ソフトバンク「ヤフーＢＢ」の顧客情報流出事件 

個人情報の漏えいは後を絶たない。連載コラム初回は、大規模流失の先駆けとなった 

「ソフトバンク・ヤフーＢＢの顧客情報流出」を振り返る。 

事件は、流出した約 452 万件のヤフ 
ーＢＢの顧客情報を持つ容疑者が、運

営会社のソフトバンクから金品を脅し

取ろうとしたものだ。事件の流れは下
表の通り。 

本件の勝負の分かれ目は、ヤフーＢ

Ｂ加入者情報「470 万人分」流出と打  
った読売のスクープ後に開いた 2 月 24

日の会見にある。被害者でもあるソフ

トバンクにとって、このスクープは、

寝耳に水だったかもしれない。しかし

「誰が、どこまで、何を話すべきか」

を明確にしないまま、役員でもない広

報室長が一人で会見に臨んでしまった

のだ。  

最高責任者の孫社長（当時）が不

在で明確な方針が打ち出せなかった

不運もあったが、広報室長は、確認

できている漏えい件数は 1 月 23 日に

公表した 242 件のみと繰り返し、事

実関係の説明もしなかった。これで

は記者側は納得せず、同日の深夜に

再度の記者会見となった。  

この会見では、一転、副社長がＤＶ

Ｄの存在を認め、400 万件に上る情

報流失の可能性を示唆した。つまり、

1 回目の会見では嘘をついていたわ

けで、記者側の不信感はますます高

まった。  

結局、孫社長が会見を開いて公の場

で頭を下げ、全会員に 500 円相当の

金券送付という異例の対応を決めた。

孫社長は後日、日経ビジネスの「敗

軍の将、兵を語る」に登場することに

もなった。  

トップ不在の際の意思決定権者と会

見者は予め決めておくことが肝要だ。  

事件は結局、ヤフーBB 元役員 2 人と右

翼団体幹部が、個人情報と引き換えに

30 億円を奪おうとした恐喝未遂容疑で

逮捕、起訴され、有罪が確定した。  

同社の損失額は 100 億円超とされて

いる。  

マスコミ対応を学ぶなら以下まで。
https://www.fcg-r.co.jp/research/media_tr.html

1 月 21 日 

容疑者がソフトバンク関係者と

面談し、「470 万人分の個人情報

の入ったＤＶＤがある」と脅迫  

1 月 23 日 

ソフトバンク、242 人の顧客情

報漏えいを公表（容疑者から提

示されたコピーの件数）  

2 月 11 日 容疑者逮捕、ＤＶＤ押収  

2 月 24 日 
読売新聞が夕刊 1 面で、470 万

人分の顧客情報流出をスクープ  

2 月 24 日 

午後 5 時－ソフトバンク広報室

長による 1 回目の会見  

午後 10 時-運営会社ソフトバン

クＢＢ副社長などによる会見

2 月 27 日 

ソフトバンク孫正義社長会見

流失した約 452 万件は同社の顧

客情報と認め、500 円相当の金

券を送ると明言（公の場で初め

て頭を下げる）  


